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整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ（
＝
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）

の
工
事
が
完
了
し
、
９
月
24
日
㈯
か
ら
通
行
で
き
ま
す
。
今
回
は
、
同
Ｉ
Ｃ
の

役
割
や
効
果
、
開
通
に
併
せ
た
利
活
用
促
進
事
業
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課　

☎
23

－

２
１
１
５

山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
開
通
！

９
月
24
日
㈯
、
市
民
待
望
の

山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
利
便
性

　

山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
、
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
を
利
用
し
て
高
速
道
路
へ
の

乗
り
入
れ
が
で
き
る
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
（
電
子

料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
）
搭
載
車
専
用
の

Ｉ
Ｃ
で
す
。
同
Ｉ
Ｃ
は
、
車
種
の
制
限

が
な
く
、
宮
崎
、
熊
本
・
鹿
児
島
方
面

と
も
に
24
時
間
通
行
で
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
か
ら
西
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
や
県
、
市
が
整
備
を
開
始
。
９

月
24
日
㈯
15
時
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

同
Ｉ
Ｃ
の
開
通
に
よ
り
、
宮
崎
Ｉ
Ｃ
ま

で
30
分
で
行
け
る
エ
リ
ア
が
、
山
之
口

全
域
と
高
城
東
部
地
域
ま
で
拡
大
し
、

利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
効
果

効
果
１
「
防
災
の
道｣

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
た

際
に
、
被
災
し
た
沿
岸
地
域
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
シ
テ
ィ
と
し
て
、
本
市
が
、
人

的
・
物
的
な
後
方
支
援
を
行
う
た
め
の

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

効
果
２
「
経
済
の
道｣

　

物
流
の
効
率
化
・
高
速
化
に
よ
り
、

輸
送
コ
ス
ト
の
圧
縮
、
企
業
誘
致
の
増

加
、雇
用
創
出
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

効
果
３
「
医
療
の
道｣

　

第
三
次
救
急
医
療
施
設
で
あ
る
宮
崎

大
学
附
属
病
院
へ
の
搬
送
時
間
が
、
大

幅
に
短
縮
。
救
命
率
の
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

山
之
口
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
利
活
用
促
進
事
業

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
設
置
費
補
助
金

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
新
た
に
設
置
し
た

市
民
や
市
内
事
業
者
に
対
し
、
一
台
当

た
り
５
千
円
を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。

「
リ
ア
ル
宝
探
し
」で
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
！

　

山
之
口
地
区
の
ほ
か
市
内
各
所
、
三

股
町
で
「
リ
ア
ル
宝
探
し
」
を
開
催
。

市
内
外
に
同
Ｉ
Ｃ
の
開
通
を
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、
周
辺
地
域
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

●
イ
ベ
ン
ト
内
容　

山
之
口
地
区
周
辺
、

市
・
三
股
町
全
域
を
対
象
に
実
施
。
謎

解
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
宝
を
ゲ

ッ
ト
し
よ
う

●
期
間　

10
月
１
日
㈯
〜
12
月
29
日
㈭

●
参
加
対
象
者　

誰
で
も
参
加
可

※ 

事
前
に
、
道
の
駅
や
各
学
校
で
配
布

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
必
要

軽自動車
など 普通車 大型車

福   岡 4,770 5,930 9,670 

熊   本 3,200 3,950 6,420 

鹿児島
本   線 2,600 3,210 5,190 

宮   崎 770 920 1,420 

宮崎西 850 1,030 1,590 

大   分 6,250 7,770 12,700 

山之口スマートＩＣからの通行料金（単位：円）

※ ETCを利用すると、料金を支払う際の手間が
省けるほか、料金もお得な場合があります
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空
気
が
乾
燥
す
る
冬
に
流
行
し
や
す

い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
す
る
こ
と
で
、
重
症
化
を
予
防
で

き
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
手
洗
い
と
う
が
い
や
、

十
分
な
休
養
と
食
事
、
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
「
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
心
掛
け
、

予
防
接
種
と
併
せ
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

●
予
防
接
種
の
助
成
期
間

10
月
１
日
㈯
〜
12
月
31
日
㈯

●
対
象

・
接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
人

・ 

心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
、
免
疫
機
能

に
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

●
自
己
負
担
額

１
４
０
０
円
（
期
間
内
に
１
回
限
り
）

※ 

対
象
と
な
る
人
で
、
生
活
保
護
世
帯

の
人
は
生
活
保
護
受
給
証
明
書
が
あ

れ
ば
無
料

※ 

対
象
以
外
の
人
は
、
接
種
費
用
は
全

額
自
己
負
担

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
助
成

65
歳
以
上
の
人
な
ど
の

市内・三股町内の予防接種実施医療機関 （ 五十音順、平成28年10月1日現在）
医　療　機　関　名 電話番号

あきづき医院 ３６ - ０５３４

あきと内科胃腸科 ４６ - ５５００

有川呼吸器内科医院 ２４ - ６６７７

有馬医院 ２３ - ２６１０

安藤胃腸科外科医院 ３９ - ２２２６

※ いき形成外科ひふ科クリニック ４５ - ００２０

池之上整形外科 ２３ - ２３１１

一心外科医院 ５２ - ７７８８

いづみ内科医院 ２２ - ７１１１

岩下耳鼻咽喉科 ５１ - １１８７

いわよし耳鼻咽喉科クリニック ３６ - ５５５５

宇宿医院 ２５ - ９０３１

鵜木循環器内科医院 ２６ - ０００８

※ 江夏整形外科クリニック ５１ - １１２２

海老原内科 ６４ - １２１１

大岐医院 ５７ - ２０２５

※ おおくぼクリニック ２６ - １５００

大橋クリニック ３７ - ０５３９

柏村内科 ２２ - ２６１６

※ 仮屋医院 ３６ - ０５２１

仮屋外科胃腸科医院 ２５ - ７７１２

川畑医院 ４６ - ３２２５

北原医院 ２２ - ４１３３

教山内科医院 ６２ - １２０５

共立医院 ２２ - ０２１３

久保原田中医院 ２２ - ７７００

黒松病院 ３８ - １１２０

※ 児玉小児科 ２５ - ５５７０

※ 小牧病院 ２４ - １２１２

坂田医院 ５１ - ２００３

坂元医院 ２２ - ０３６０

佐々木医院 ６２ - １１０３

※ 三州病院 ２２ - ０２３０

しげひらクリニック ２７ - ５５５５

志々目医院 ５７ - ２００４

医　療　機　関　名 電話番号

庄内医院 ３７ - ０５２２

※ 城南クリニック ２６ - ３６６２

※ 城南病院 ２３ - ２８４４

隅病院 ６２ - １１００

瀬ノ口医院 ２５ - ５１５５

瀬ノ口内科放射線科医院 ２５ - ７７８０

園田光正内科医院 ３８ - ５１１５

※ 大悟病院 ５２ - ５８００

※ たかお浜田医院 ２２ - ８８１８

※ たき心療内科クリニック ４６ - ９１９１

田口循環器科内科クリニック ２４ - ０６００

※ たけしたこども医院 ５１ - ０００５

武田産婦人科医院 ２２ - ０３３６

※ 橘病院（入院患者のみ） ２３ - ７２３６

伊達クリニック ３６ - ７０８８

田中隆内科 ５２ - ０３０１

※ どいクリニック ２２ - １８２５

戸嶋病院 ２２ - １４３７

※ 都北鮫島クリニック ３８ - ６０６０

とまり内科外科胃腸科医院 ５２ - １１３５

冨田医院 ２３ - ４５８６

長倉医院 ５２ - ２１０９

※ 永田病院 ２３ - ２８６３

※ ながはま整形外科 ４６ - ７１８８

西浦病院 ２５ - １１１９

※ 西岳診療所 ３３ - １５１０

野口脳神経外科 ４７ - １８００

野辺医院 ２２ - ０１５３

はしぐち小児科 ２４ - ５５００

畠中小児科医院 ５２ - ６０００

※ 花房泌尿器科医院 ２５ - １１７７

はまだクリニック ４５ - ２２６６

※ 速見泌尿器科医院 ２４ - ８３４４

早水公園クリニック ３６ - ６１１７

原田医院 ２６ - ３３３０

医　療　機　関　名 電話番号

ひかりクリニック都城 ２６ - １８２０

ふくしまクリニック ４６ - ５００１

福島外科胃腸科医院 ３８ - １６３３

藤元上町病院 ２３ - ４０００

※ 藤元総合病院 ２５ - １３１３

※ 藤元病院 ２５ - １３１５

ベテスダクリニック ２２ - １７００

※ 豊栄クリニック ３９ - ２５２５

※ 松山医院 ２４ - １０４６

政所医院 ５８ - ２１７１

※ マドコロ外科医院 ２２ - ０１３８

※ 丸田病院 ２３ - ７０６０

三嶋内科 ２４ - ７１７１

みしま内科クリニック ５１ - ８１００

都城新生病院 ２２ - ０２８０

都城フォレスト・クリニック脳神経外科 ８０ - ４３１３

※ 宮永病院 ２２ - ２０１５

宗正病院 ２２ - ４３８０

村上循環器内科クリニック ２５ - ２７００

※ メディカルシティ東部病院 ２２ - ２２４０

※ もちお蛯原医院 ２１ - ５３５５

もりやま脳神経外科 ２１ - ６８８８

森山内科・脳神経外科 ２１ - ５０００

柳田クリニック ２２ - ４８６２

柳田病院 ２２ - ４８５０

※ やの耳鼻咽喉科 ２７ - ５２２２

※ 山内小児科医院 ２２ - ００４８

山路医院 ６４ - ３１３３

山下医院 ５２ - １３４８

ゆうクリニック ４６ - ６１００

※ 横山病院（かかりつけ患者のみ） ２２ - ２８０６

※ よしかわクリニック ２３ - ９３８４

※ 吉松病院 ２５ - １５００

吉見クリニック ５８ - ５６３３

吉見病院 ５８ - ２３３５

※は要予約
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高
齢
者
の
安
定
し
た
生
活
を
支
援
す
る
総
合
機
関
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」。

保
健
師
や
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
員
が
、
皆
さ
ん
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課　

☎
23

－

３
１
８
４

　４月から、
山田・高崎地
区の認知症支
援を担当して
います。認知
症の疑いのあ
る 人 の 家 族
や、地区の民
生委員さんな
どからの相談

を受け、必要に応じて専門医の紹
介や、介護サービスなどの情報を
提供。相談に応じるときは、認知
症の人とその家族、両方の気持ち
を考えて対応するように心掛けて
います。
　認知症への理解をより深めても
らうために、今後は、勉強会や予
防啓発などの取り組みも進めてい
きたいと思います。

住み慣れた地域で支えます

インタビュー

山田・高崎地区地域包括支援センター
認知症地域支援推進員

内田　愛子さん

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

　

地
域
に
お
け
る
介
護
相
談
の
窓
口
と

な
る
の
が
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
や
社

会
福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
を

配
置
し
、次
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

総
合
相
談

　

介
護
に
関
す
る
相
談
の
ほ
か
、
福
祉

や
医
療
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対

応
。
ま
た
、
高
齢
者
宅
の
訪
問
や
見
守

り
活
動
な
ど
を
通
し
、
高
齢
者
と
そ
の

家
族
を
支
え
て
い
ま
す
。

介
護
予
防

　

こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講
座
な
ど
、

介
護
予
防
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

権
利
擁
護

　

成
年
後
見
制
度
の
紹
介
や
虐
待
の
早

期
発
見
、悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
よ

る
被
害
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
支
援

　

適
切
な
介
護
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
図
る
た
め
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ

の
支
援
や
、
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
身
近
な

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

市内７つの
地域包括支援センター
姫城･中郷地区地域包括支援センター
上町17街区20号 ☎26-8339

妻ケ丘･小松原地区地域包括支援センター
前田町15街区6号デラコア前田ビル103号
 ☎23-9712

五十市･横市地区地域包括支援センター
久保原町10街区20号 ☎57-6767

祝吉･沖水地区地域包括支援センター
祝吉町5055番地5 ミラ･クレイン102号
 ☎26-4212

志和池･庄内･西岳地区地域包括支援センター
庄内町8160番地3 ☎45-4180

山之口･高城地区地域包括支援センター
山之口町花木2005番地（山之口総合支所内）
 ☎29-1682

山田・高崎地区地域包括支援センター
高崎町大牟田1150番地1（高崎総合支所内）
 ☎45-8411

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト

　
市
で
は
、認
知
症
に
な
っ
て
も
、い
つ

ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、認
知
症
の
人
の

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
学

び
、
認
知
症
の
人
た
ち
を
支
え
る
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
す
る
と
と

も
に
、
今
年
度
か
ら
「
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
」
を
、
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
配
置
。
認
知
症
の
人
や
、
そ

の
家
族
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講

座
を
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
周
り
の
人
の

理
解
と
協
力
で
、
在
宅
生
活
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
身
近
な
人
が
認
知

症
に
な
っ
た
場
合
に
支
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

都
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

☎
25

－

７
３
１
８

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
を

活
用
く
だ
さ
い

　
「
認
知
症
か
な
」
と
思
っ
た
と
き
の

相
談
先
や
、症
状
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
ま
と
め
た
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
を
、
介
護
保
険
課
や
各
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で

配
布
。
早
期
発

見
早
期
診
断
、

そ
し
て
早
期
対

応
に
つ
な
げ
ま

す
。
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毎
年
９
月
10
日
か
ら
の
１
週
間
は
、
自
殺
予
防
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
命
の
大

切
さ
や
、
命
を
支
え
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

　ゲートキー
パーの役割な
ど、詳しいこ
とは分からな
いまま友人の
勧めで、講座
を受講しまし
たが、丁寧に
教 え て も ら

い、理解を深めることができまし
た。また、人の話を上手に聞く方
法や声の掛け方などは、普段の生
活にも役立つと感じました。今後
は学んだことを生かして、家族や
友人など身近な人たちの悩みに気
付き、相談に応じられるようにな
りたいです。
　多くの皆さんに受講してもら
い、身近な人の悩みに気付ける社
会ができると良いと思います。

身近な人の心の支えに

インタビュー

ゲートキーパー養成講座受講者ゲ トキキ 養成成講座受講

増森　由美さん

自
殺
の
現
状

　

本
市
の
平
成
26
年
の
自
殺
者
数
は
39

人
で
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
自
殺
死

亡
率
は
23
・
４
人
で
し
た
。
こ
れ
ら
の

値
は
平
成
15
年
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
全
国
平
均
に
比
べ

依
然
と
し
て
高
い
状
況
で
す
。

　

自
殺
の
原
因
と
し
て
最
も
多
い
の

が
、
う
つ
病
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な

ど
の
健
康
問
題
で
す
。
悩
み
を
抱
え
た

９
月
10
日
㈯
か
ら
16
日
㈮
は
「
自
殺
予
防
週
間
」

〝
生
き
る
〞を
支
え
る「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」

人
は
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
相
談
先

も
分
か
ら
な
い
状
況
に
陥
り
、
う
つ
病

な
ど
の
心
の
病
気
に
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
心
理
的
に
追
い
詰

め
ら
れ
、
死
ぬ
こ
と
以
外
に
解
決
す
る

方
法
が
な
い
と
思
い
込
み
、
自
殺
と
い

う
手
段
を
と
っ
て
し
ま
う
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

命
を
つ
な
ぐ
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

　

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
効
果
的
な
の

が
、
周
囲
の
人
に
よ
る
声
掛
け
で
す
。

悩
ん
で
い
る
人
の
心
の
変
化
の
を
察
知

し
、
悩
み
や
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
で
、
自
殺
し
よ
う
と
し
て
い
る
人

を
救
う
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、
必
要

な
支
援
に
つ
な
ぐ
人
が
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
で
、
次
の
４
つ
の
役
割
が
あ
り
ま

す
。

１
．
気
付
き

　

周
囲
の
人
に
目
を
配
り
、「
食
欲
が

な
く
な
っ
た
」、「
口
数
が
少
な
く
な
っ

た
」
な
ど
の
変
化
に
気
付
き
ま
す
。

２
．
声
掛
け

　
「
眠
れ
て
い
ま
す
か
」、「
何
か
力
に

な
れ
る
こ
と
は
な
い
で
す
か
」
な
ど
声

を
掛
け
、
悩
ん
で
い
る
人
の
話
す
き
っ

か
け
を
作
り
ま
す
。

３
．
傾
聴

　

相
手
を
責
め
た
り
せ
ず
、
し
っ
か
り

と
悩
み
に
耳
を
傾
け
、
つ
ら
い
気
持
ち

に
共
感
し
ま
す
。
ま
た
、
話
を
聴
い
た

ら
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
掛
け
ま
す
。

４
．
つ
な
ぎ

　

必
要
な
場
合
は
専
門
家
や
専
門
機
関

を
紹
介
し
た
り
、
相
談
を
す
る
よ
う
に

促
し
た
り
し
ま
す
。
一
方
的
に
押
し
つ

け
る
こ
と
は
せ
ず
、
相
談
者
の
理
解
を

得
て
、
必
要
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

　

市
で
は
、
専
門
家
に
よ
る
具
体
的
な

声
の
掛
け
方
や
、
話
の
聴
き
方
な
ど
を

学
ぶ
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に

は
、
専
門
的
な
知
識
や
特
別
な
技
術
は

必
要
な
く
、
意
欲
が
あ
れ
ば
誰
で
も
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
く
だ
さ
い

　

悩
み
事
な
ど
に
専
門
家
が
応
じ
る
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
、
早
め
に
専
門
家
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
の
電
話

（
宮
崎
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
９
８
５

－

32

－

５
５
６
６

都
城
保
健
所　

☎
23

－

４
５
０
４

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

東
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
城
）

☎
58

－

６
８
０
０

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
崎
）

☎
62

－

４
４
１
１

人口10万人当たりの自殺死亡率の推移

資料：人口動態統計より宮崎県作成

（単位：人）

んんんんんんんん（花繰町）

都城市
宮崎県
全　国
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